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小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
 

山形村社会福祉協議会 
代表者 

 

小林 司 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

介護を必要とする在宅生活者に最適な介護サービスを提供することを目的としていま

す。 

ご自宅での生活を中心に「通い」「泊まり」「訪問」のサービスを組み合わせて利用い

ただき、ご自分が培ってきた生活スタイルを、在宅のままに可能な限り保持（継続）

することができます。ご自身の「生きがい感に充たされた暮らし」を支援します。 

事業所名 

 

小規模多機能型居宅

介護事業所 すばる 

管理者 
 

 上條 美幸 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 1 人 3 人 ０人 1 人 ０人 0 人 2 人 ０人 8 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

定期的に会議などで改善計画を議題に

あげ、具体的にどうしていけばよいか

話し合い意識できるようにする。 

・定期的に行う会議では、日々変わる利

用者の支援に関する内容が多く、改善

計画を議題にあげ検討する時間を確保

できなかった。別の時間を確保する必

要がある。 

・忙しい中で時間を確保することは難

しいと思うが、機会を設けると良いと

思う。 

・職員により評価の内容についてのと

らえ方が違うと思う。もう少しわかり

やすい内容にした方が良いのではない

か。 

・改善計画と自己評価の内容がリンク

しておらず評価しにくいのではない

か。 

・実務に応じたわかりやすい内容の改

善計画を立てる。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・デイルームなど季節感を感じられる

ように季節に合わせた行事や環境を整

える。 

・事業所の外の草刈りなど環境を整え

る。 

・利用者とのレクレーションの中で季

節を感じられる壁紙などの制作を行っ

たり、行事に合わせたおやつ作りなど

が出来た。 

・草刈りは予定を組み出来る職員で行

ったが、日々の業務時間内には難しく

あらかじめ年度で予定を立てる方向に

した。 

・臭いや音についての質問は利用中に

多く訪問しないのでわからない。 

・家族や地域の方が入りやすくするに

は場所がわかりにくいと思う。 

・季節の壁飾りは訪れるときれいに飾

ってありよかった。 

・環境整備などはボランティアなどに

も協力してもらっても良いのではない

か。 

・「すばる」を知ってもらえるよう、自

ら地域の活動に参加していく 

・いつだれが訪れても気持ちよく過ご

せるよう環境を整える。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・会議へ利用者と関わりのある地域の

方、民生委員さんへ参加を今以上にお

願いしていく 

・地域の方やボランティアさんの受け

入れをしていく 

・独居の方を中心に近所の方や民生委

員と連携を図り、利用者の様子を報告

し合う機会を設けているケースがあ

る。今後は担当者会議への参加等も検

討したい。 

・行事の時に地域のボランティアを依

頼し、参加いただいている。（紙芝居・

フラダンス・南京玉すだれ・楽器の演奏

等） 

・利用者に関わる会議への地域住民や

民生委員などの参加は個人情報もある

ので難しいと思う。 

・職員は気持ちよく挨拶してくれる。 

・「すばる」が社協というくくりの中に

あるだけで、事業所としてまだ知られ

ていないのではないか。 

・「すばる」を知ってもらうために地域

行事への参加や民協などでも機会を設

け発信していく。 



Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・地域の行事を把握し行事に参加でき

るようにしていく。 

・馴染みのある近所の方などとの交流

が途切れないように支援する。 

 

・文化際などの地域の行事に参加した。

今後は村のお祭りなどにも参加できる

機会を作りたい。 

・近所の方が関わっている事がわかっ

ていたケースがあるが、連携を図る事

は少なかった。今後はこちらから連携

したい。 

・近所の心配な方にまで関わることは

難しいと思うが、気づいたことがあれ

ば村に相談すればよいのではないか。 

・地域の行事には積極的に参加してほ

しい。 

・すばるの支援だけでなく近所の方が

来やすいよう情報を共有することが良

いと思う。 

・地域の行事を把握し参加できるよう

にしていく。 

・馴染みのある近所の方などとの交流

が途切れないよう支援する。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・運営推進会議の際、地域の困りごと等

を聞き情報収集をする。 

・地域の困りごとについては情報不足

だった。すばるの事を知ってもらうだ

けでなく、地域の情報も得られるよう

な会議にしていく。 

・運営推進会議ではすばるタイムスを

通して取り組みなどがわかりやすくな

っている。 

・忙しい中で外出など多くの取り組み

をしていると思う。 

・運営推進会議で困りごとなどの情報

を収集し、必要があれば村に繋ぐなど

支援につなげる必要がある。 

・運営推進会議の際、地域の困りごと等

を聞き情報収集する。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

 

 

 

 

 

 

・BCP（業務持続計画）の研修、訓練を

行い、職員の意識統一を行う 

 

・法人内で研修を行い、訓練を行った。

今後は事業所で訓練を行い、内容を具

体化し、職員全体が対応できるよう内

容を深めていく必要がある。 

・定期的に防災訓練が行われていると

思う。 

・BCP というものを初めて知った。そ

れに基づいた訓練ができると良いと思

う。 

・BCP（業務持続化計画）の研修、訓練

を行い、職員の意識統一を行う。 



 


